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「心筋梗塞・脳梗塞リスク判定」は、リスクとなる体質遺伝子と血圧、コレステロール、血糖などの検査
数値を掛け合わせて判定し、検査項目ごとの総合リスクを4段階で評価します。
どの検査項目をコントロールすれば疾患の進展を防げるか一目でわかります。

心筋梗塞・脳梗塞リスク判定
遺伝的体質と検査数値から疾患の進展リスクを予測
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検査からわかること

体質遺伝子と検査結果に基づくアドバイス付報告書
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同年代と比較し
た疾患の進展リ
スクについて

動脈硬化、心筋
梗塞、脳梗塞の
進展リスクにつ
いて

腎機能障害の
進展リスクにつ
いて

結果報告書は心筋梗塞、脳梗塞、動脈硬化、腎機能
障害のリスク判定に加えて、保有している遺伝子か
ら各疾患の進展を予防する方法を提案しています。
各疾患の重症化予防に有効です。
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◆心筋梗塞に関する危険因子分析表◆

 

心筋梗塞 血管年齢リスク３（日本人平均）

44.6 3

リスク1=低い
(10歳以上若い)

リスク2=やや低い
(5～10歳若い)

リスク3=日本人平均
(5歳若い～10歳老化)

リスク4=やや高い
(10～20歳 老化)

リスク5=高い
(20歳以上老化)

1 10 mmHg 

：低い ：やや低い ：やや高い ：高い

(血管年齢推計値と実年齢の差)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

30 35 40 45 50 55 60 65 70

(42 ) 
(41 ) 

(36 ) 

◆血管年齢改善重要項目◆ ◎＝最重要　○＝重要
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HbA1c-１％ 現体重より-５ｋｇ 禁煙

◆心筋梗塞に関するアドバイス

心筋梗塞

最大血圧が検査値より-10ｍｍHG LDLが検査値より-２０ｍｇ/ｄｌ HDLが検査値より-5ｍｇ/ｄｌ

心筋梗塞とは？
心臓の筋肉に酸素と栄養を運ぶ冠動脈の内側が動脈硬化などによって狭くなり、血液が充

分に流れなくなると心筋は酸欠状態を起こします。さらに、血管が完全にふさがってしま

うと、その部分の心筋の組織は壊死し激しい痛みを起こします。これが心筋梗塞です。

発作時の胸の痛みは、締めつけ感、圧迫感、灼熱感とともに、強烈な痛みのために、冷や

汗、呼吸困難、嘔吐 などの症状を伴い、意識を失ってしまう場合もあります。

心筋梗塞の原因のほとんどは、冠動脈の硬化によります。これは急激におこるものではな

く、脂質異常、高血圧、 糖尿病、肥満、喫煙、運動不足、家族歴、高齢、高尿酸症など

の危険因子が作用し少しずつ進行していきます。

和食、有酸素運動、禁煙が心筋梗塞予防の基本です。
和食を基本とし、「水溶性食物繊維」「DHA/EPA」を積極的に摂取し、心筋梗塞の予防に努めましょう。
ウォーキングなどの「有酸素運動」は、心肺能力を高めるとともに、脂質を改善し心筋梗塞リスクの低減が期待され
ます。ただし、心臓に負担のかからない運動を心がけましょう。タバコは心筋梗塞を進めますので、禁煙が必須です。
心筋梗塞は突然発症することも多いので、定期的な心電図検査は必須です。

LDLコレステロールを下げることが重要です
血中のLDLコレステロールが上昇すると、血管壁にコレステロールが蓄積し、心筋梗塞が起こり
やすくなります。
あなたはLDLコレステロールが高めで、遺伝子リスクを保有しており、心筋梗塞のリスクが高め
です。心筋梗塞のリスクを下げるため、LDLコレステロール値を下げることが重要です。「水溶
性食物繊維」「DHA/EPA」を積極的に摂取し、さらに、「有酸素運動」を継続し、LDLコレス
テロール値を下げることが重要です。

海藻類

血液の粘度に注意
血液を固まらせるタンパク質（βFib：フィブリノーゲン）が増えやすく、心筋梗塞が起こりやす
い体質です。
「ケルセチン」は、血液をサラサラにする働きがありますのでおすすめです。
「アルコールの摂りすぎ（ビール中ビン：2本以上）」は、フィブリノーゲンを増やしてしまい、
注意が必要です。

タマネギ

過去と現在の
検査値と遺伝子により
血管年齢の推移と
予測を表示

血圧、血糖、コレステロールなどの
検査数値に異常があった

心筋梗塞、脳梗塞、透析を
患った近親者がいるので心配


